
平成25年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

郷土芸能を継承する

国・県支出金 市債 その他 一般

経常 郷土の先輩特別授業
中学校7校で特別授業

報償費 400 370

財源内訳
評価

370 3

臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

事
業
概
要

○郷土の先輩特別授業
　・三重、清川、緒方中学校には、緒方町出身の「首藤久雄」さんに講師を依頼し、日韓ワールドカップや2020年東京オリンピック・パラリン
ピックの招致活動について話をしていただいた。朝地、大野、千歳、犬飼中学校には朝地町出身の「井手得郎」さんに講師を依頼し、ＮＨ
Ｋ放送局勤務時代の出来事について話をしていただいた。
○子ども文化・芸能大会事業
　・12月8日（日）に神楽会館で5団体の参加により、約300名のご参観をいただき神楽・太鼓の発表をした。
○放課後子ども教室事業
　・子どもの実体験を育むため県補助事業を活用し、緒方小学校児童を対象に絵画教室、工作教室、いご・しょうぎ教室、茶道教室、料理
教室、ことばの教室、絵本つくり、手芸教室、竹細工教室、異文化教室、郷土学習等年間31回の学級を開催した。
○成人式事業
　・Ｈ26年1月5日（日）にエイトピアで405名の対象者の内、300名の参加により実行委員会形式で成人式を開催した。
○児童生徒農業体験活動事業
　・小学校4校で7名、中学校2校で3名、合計10名で「緑の奨学会」の会員の皆さんのお世話をいただき、野菜・稲の植え付け、除草作業、
収穫作業、そして販売まで、また炭焼き体験や各関係施設への社会見学等年間を通した農業体験活動を実施した。
○中学校国際交流事業
　・中学校5校から20名の参加により韓国長安中学校とホームステイでの交流を実施した。
○青少年健全育成大会事業
　・本年度は大分県教育の日推進大会と共催で、11月1日（金）エイトピアで県内各地より約1,000名のご参観により、豊後大野市次代を担
う「豊後大野っ子」を育てる市民の集いを開催した。

課　名 社会教育課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

目
的

青少年が年齢に応じた発達ができる環境をつくるため、学校・地域と連携して家庭教育や地域の教
育力の向上を図り、学校を支援する体制に努める。

対
象

市内青少年

10 5 1 292 頁 社会教育総務費 青少年健全育成事業

計 4,891 3,805 458 0 2,309 1,038

113 3経常 青少年健全育成大会事業
次代を担う「豊後大
野っ子」を育てる市民
の集いの開催

需用費 187 113

1,447 3経常 中学校国際交流事業
中学生の国際交流 負担金補助

及び交付金
2,095 1,447

351 3臨時
児童生徒農業体験活動事
業

農業体験に取り組む
「子ども農楽校」へ補
助金を交付

負担金補助
及び交付金

450 351

627 3経常 成人式事業
成人式の開催

報償費 751 627

298 2臨時 放課後子ども教室事業
各種体験活動をとおし
た各種の学習 報償費 765 756 458

141 3経常 子ども文化・芸能大会事業
郷土芸能を継承する
子どもの発表 報償費 243 141

291



２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２３～Ｈ２５（決算額）、Ｈ２６（予算現額） ６．Ｈ２７年度予算の方向性

財
源

対応（改善点等） 100.0 ％ 100.0 ％ 100.0

理由

県　　費 392 488 458 708

市　　債

国　　費

電子ゲームの普及により、スポーツ少年団等の活動以外は実体験活
動が不足し、運動能力の低下はもちろん痛み苦しみ喜び達成感等を
体感として得る機会が少なくなっている。

100.0 ％ 100.0 ％ 100.0

課題
c 成人式 件

1 件

3,805 4,932
前年並

うち経常経費 971 1,160 2,698 3,441

％

各種の体験活動をふまえた事業を通して、達成感を得たり自信を身に
付け、生きる力を育む。

決 算 額 （千円）
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 方向性

2,083 2,507

b
子ども郷土
芸能大会

回
－ 1 回

％

ｄ
次代を担う「豊後大
野っ子」を育てる市
民のつどい

回
1 回 1 回 1 回

1 件 1 件

回
1 回 1

％ 100.0

1 回

－ 100.0 ％ 100.0 ％

％ 100.0 ％

Ｈ２４ Ｈ２５

社会教育の推進
－ － －

目標 1回／年

成果指標名 単位 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 活動指標名 単位 Ｈ２３

回 1 回

－ － － 100.0
a

郷土の先輩
特別授業

成人式 ｄ
次代を担う「豊後大野っ

子」を育てる市民のつどい

数値 目標 1回7校／年 目標 1回／年 目標 1件／年

総合計画／後期基本計画において、基本施策（1-3-3）の重点施策としているた
め数値 －

活
動
指
標

指標 a 郷土の先輩特別授業 ｂ 子ども郷土芸能大会 ｃ

成
果
指
標

指標名 社会教育の推進 目
標
年
度

H27

指標の設定理由

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

継続 課題に対応するとともに、効果的な事業実施に取り組むこと。

 ⑤ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 3
予定通りの事業を実施し、一定の効果を
上げることができた。

事業の方向性 評価内容

 ③ 受益の
　　対象性

事業対象の確認 2
放課後子ども教室事業は緒方小学校に限
定されているため。

 ④ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 2
児童生徒農業体験活動事業への参加者
が伸び悩んでいる。

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3
将来の明るい社会構築のため、次世代を
担う青少年健全育成事業が必要である。

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3
行政が責任を持った取り組みが必要なた
め。

事業費に係る人役 2.19 2.09 2.19 1.80

着眼点 分析 分析根拠

事業費に係る人件費 9,417 8,974 9,546 7,984

一般財源 1,418 1,200 1,038 1,252

うち経常 971 793 740 897

源
内
訳

そ の 他 273 819 2,309 2,972 青少年健全育成のため、多様
な体験活動及び発表の場を提
供するため。

市　　債

3

3
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